
女
性
研
究
者
の
子
育
て
の
負
担
に
つ
い
て荻

野

綱

男

女
性は 、
子
育ての
ため 、
研
究者としての
成長の
最も
大
事な
時期で

ある三
十
代に
思
うよ
うな
研
究がで
きない 。
といっ
てしま
うとおお
げ

き
で
あるが 、
実際 、
こ
の
時期は
論文の
生
産が
男性に
比べ
てさがっ
て

しま〉つ 。
荻
野が
日
本語
研
究分野で一
九五三
年か
ら一
九八
四年までに
論文を

書い
た
男
性研
究者千人以
上 、
女
性研
究者百人以上につい
て
調べ
た
結

果で
は 、
二
十六
歳か
ら四
十二
歳までの
男女
別論文生
産
性(研究者一
人

が一
年間で書く
論文の数)
は
表1
の
通りで
あり 、
その
前
後の
時期は
男

女
差が
あま
りない
ものの 、
二
十七
歳か
ら四
十一
歳までの
女
性の
論文

生
産
性は
男
性の
七
割程
度に
下がっ
てしま
う 。
こ
の
数
値の
詳細は 、
東

京
都立
大
学
『日
本語
研
究」
十三
号(一
九九二・
十二)
に
収録された
荻

野の
論文
「
男
性日
本語研
究者は
女
性よ
り
多くの
論文を
書くか」
を
参

照してい
た
だ
きたい 。

こ
の
結
果をどの
よ
うに
解釈するべ
き
だろ
うか 。
ご
く

普通に
考え
ら

れ
る
とこ
ろで
は 、
こ
れは
女
性研
究者が
子
育てに
時
間を
割かれ
るため

で
あろ
う 。
もち
ろん 、
個々
の
論文
執
筆
者が
結
婚してい
るか
ど
うか 、

子供を
持っ
てい
るか
ど
うか
まで
はわか
らない 。
しか
し 、
こ
の
よ
うに

多くの
人の
全
体を
見るな
らば 、
い
わゆる
平均
的な
人生が
出て
く
るは

ずで
ある 。
こ
のデ1
タは
数十年
前を
含むので
あるか
ら 、
こ
の
時期の



女性研究者の子育ての負担について

女
性
研
究者は
子
供を
育て
てい
る
比
率が
現在以
上に
高かっ
たと
考えら

れ
る 。
ま
た 、
「子
育て」
とい
うこ
とばに
は
広く
家
事全
般を
含めて
考え

たほ
うが
よい 。
子
供に
対して
は 、
乳
児
時代に
手
聞がかか
る
だけで
な

く 、
幼
児か
ら
小
学生 、
中
学生 、
高
校生と 、
成
長に
連れ
てその
時期な

りの
もろ
もろ
の
用
事が
ある
もので
あり 、
それ
を
含めて
「子
育て」
と

考え
るべ
きで
ある 。
四
十
歳過ぎか
らは 、
その
よ
うな
負担が
少な
く
な

るの
で
あろ
う 。

潜在
的
論
文生
産
能力(これから書くであろう論文の数)
と
論
文生
産結

果(実際に
書いた論文の数)
の
関
係を
考えた
場
合 、
男性が
イコ
ール

で

ある
とす
る
と 、
三
十
代の
女性の
論
文生
産結
果は
潜在
的
論
文生
産
能力

の
七
割とい
うこ
とに
な
る 。

さ
て 、
こ
の
よ
うな
男女差が
あるこ
と
が
明らかに
なっ
たこ
とで 、
次

の
問
題が
生
じ
る 。
研
究者の
研
究
能力を
評
価する
場
合 、
どの
よ
うに
す

れ
ば
公
平に
な
るか
とい
う
問
題で
ある 。
本
来は 、
個々
の
研
究者の
潜在

的
論
文生
産
能力を
評
価するべ
きで
ある
が 、
それは
現実に
不可
能で
あ

るの
で 、
論
文
生一産
結
果で
評
価するしか
ない 。
研
究者の
採用人
事や
各

種の
研
究
費の
配分に
おい
て 、
研
究者
評
価のプロ
セ
ス
は
公平に
行なわ

れてい
る
と
信ずる
が 、
なお 、
研
究者の
聞に
書かれ
た
論
文の
数に
おい

て
差が
ある
と
き 、
少ない
ほ
うが一
般に
不
利に
な
るこ
とは
否め
ない 。

その
よ
うな
状況の
中で 、
三
十
代の
女性研
究者を
評
価する
場
合 、
男

性と
まっ
た
く
同じ
基
準で 、
男性と
並べ
て
評
価していい
の
だろ
うか 。

その
よ
うな
女
性
研
究者は 、
子
育ての
時期が
終わっ
た
あとで
は 、
それ

まで
以
上に
研
究が
進
展するこ
と
が
期
待で
き
る 。

四
十
歳
過
ぎの
女
性
研
究
者
を
評
価す
る
場
合で
も 、
「
過去五
年
間の
論

文」
を
判
断
基
準と
して
採用する
な
ら
問題は
少ない
が 、
その
人の
過去

信〉く短

表1 26歳から42歳までの男女別論文生産性
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の
論
文の
全
体を
判
断基
準に
すると 、
場
合に
よっ
て
女性研
究者は
若干

不
利に
なるこ
と
が
あるのでは
ない
か 。

単
純に 、
子
持ちの
女性の
研
究
能力を一
・

五
倍に
補正すれば
よい
わ

けで
は
ない
が 、
もし
も
論文生
産結
果だけ
を基
準に
して 、
女
性の
研
究

能力を
低く
考える
向き
が
ある
とすれば 、
それは
そ
う
簡単な
話では
な

い
とい
い
たい 。

い
うまで
もない
が 、
こ
こ
では
書かれた
論文の
質を
問題に
してい
る

わ
けで
は
ない 。
「
論
文の
質」は重大な
問題で
ある
が 、
容
観
的にそれ
を

測
定するこ
と
が
不可
能な
以上 、
量
的な
判断
だけで
議論を進めた 。
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波大
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平
成
五
年
三
月
二
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平
成
五
年
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